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消防局予防課　i048-261-8371　k048-262-4850
南消防署管理課　i048-287-3045　k048-255-4850
北消防署管理課　i048-261-3182　k048-267-4664
東消防署管理課　i048-287-3574　k048-286-3711

問い合わせ…

川口市消防局
公式キャラクター
「多々良 令」

た　た　ら 　れい

川口市消防局
公式キャラクター
「水上 リリア」
みずかみ

ケース 1 ケース 2家を留守にしているとき 停電後、電気が復旧するとき

プラグが抜けかかった
コンセントから
「火花」が発生
周囲の可燃物、ホコリ
などに着火！

揺れにより
電気ストーブの
電源が「オン」に
洗濯物が電気ストーブに
覆いかぶさり着火！

停電状態となり、
家の中の状態を
確認できない…

外出時に地震発生…
家には誰もおらず、
どうなっているか心配…

感震感震

対策は　　　　　　　で感震ブレーカー
感震ブレーカーは、震度5強相当以上の揺れを感知した際に、
ブレーカーやコンセントなどの電気を自動的に止める器具です。

感震ブレーカーは、外出時やブレーカーを切って避難する余裕がない場合に電気火災を防止する有効な
手段です。また、家電製品や電源ケーブルなどの安全を確認した後に電気を入れ直せるため、安心して
電気の使用を再開できます。

出典：「感震ブレーカーをつけましょう！」（消防庁）
　　　（https://www.fdma.go.jp/relocation/html/life/yobou_contents/materials/pdf/40_breaker.pdf）を加工して作成

家中の電気を一括遮断 接続した機器のみを遮断
分電盤タイプ 簡易タイプ コンセントタイプ

「内蔵センサー」
で遮断

「内蔵センサー」
で遮断

感震装置が
内蔵されたもの

感震装置が
外付けされたもの

「内蔵センサー」
で遮断

「バネ作動」
で遮断

「おもり落下」
で遮断

大きな地震の際には、電気に起因
した火災が多く発生しています

地震の際などに電気火災を予防できる
9月1日は「防災の日」～感震ブレーカーで減災 地震の際の出火防止対策を！～9月1日は「防災の日」～感震ブレーカーで減災 地震の際の出火防止対策を！～

を 
　 設置しましょう！
ブレーカーブレーカー

感震ブレーカーの種類 自宅の状況に合った感震ブレーカーの種類など
詳細は市ホームページをご確認ください▶

そのころ、自宅では
… 電気が復旧すると…

(参考）日本火災学会誌
｢2011年東日本大震災火災等調査報告書」から作成

東日本大震災における
火災の発生原因

その他

46%電気関係

54%
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健 康 ガ イ ド
教えて！医学 すこやか生活習慣

ぜひご利用ください

暮らしに役立つ情報が満載

官民連携地域情報ウェブサイト川口市の

とは
行政情報だけでなく、お店やイベントなど、
さまざまな川口の情報を掲載しています

FM Kawaguchiで放送中

85.6MHZ

意外と人気!?

きゅぽらんグッズ
広報課(第一本庁舎6階)で

好評発売中♪

全国や埼玉県と比べて、
結核と診断される人が多い

空気感染（飛沫核感染）です。咳や
くしゃみにより、結核菌の混ざっ
たしぶきが空気
中に飛び散り、そ
れを吸い込むこ
とで感染します。

「今でも1日に28人の新しい患者
が発生し、5人が命を落としてい
る。」
（引用：結核予防会　
結核の常識2024）

2週間以上続く咳や痰、発熱、だる
さ、食欲低下、体重減少、寝汗など。
高齢者は、自覚症
状の訴えが乏しい
ことが多く、発見
が遅れやすいこと
が特徴です。

結核とは結核菌により主に肺に
炎症が起こる
病気です。

かみ むら　　  とよ  こ

認知症看護認定看護師　　上村　豊子
川口市立医療センター

「最近、人の名前が出てこない」「何を取りに来たか忘れてしまっ
た」―このような“もの忘れ”は、年齢と共に誰にでも起こり得る
自然な変化です。とはいえ、「年だから仕方がない」と何もしなく
てよいわけではありません。毎日の過ごし方を少し工夫すること
は、脳を元気に保つことにつながります。
「認知症疾患診療ガイドライン2026」には、複数の健康上のリス
クに働きかける「多因子介入」が、認知症の発症や進行リスクを低
減する可能性があることについて記されています。多因子介入と
は、身体を動かすことや、食事、認知機能を使う活動、人との交流
など、いくつかの活動を組み合わせて行う方法です。
脳を元気に保つために、特別なことを始める必要はありません。
散歩をしながら季節の花を見る、友人とおしゃべりをする、好き
な音楽を聴く、料理や園芸を楽しむ。このような「楽しい！」と感
じる日常の行動が良い刺激となり、これを積み重ねていくことが
脳と心を支えていきます。大切なことは、「頑張りすぎる」ことで
はなく、「楽しみながら続ける」ことです。毎日の暮らしの中に、笑
顔・会話・運動を少しずつ取り入れて、脳も心も生き生きとした毎
日を過ごしていきましょう。
また、「最近ちょっともの忘れが気になるな」と感じたら、チェッ
クリスト（→8ページ）で確認してみてください。不安な場合は1
人で悩まず、家族やかかりつけ医、地域包括支援センターなどへ
相談しましょう。早めの相談は安心につながり、生活を整える
きっかけにもなります。
参考：「認知症疾患診療ガイドライン」作成委員会「認知症疾患診療ガイドライン
2026」

～お知らせ～
11月に開催する市民大学で認知症をテーマにした講義を行う予
定です。興味があるかたは、この機会にぜひ一緒に学びましょう。
※詳細は前川南公民館(048-266-5539)にお問い合わせください。

g疾病対策課　i048-423-6726　k048-423-8852

脳を元気に保つために
～毎日の「楽しい！」を大切に過ごしましょう～

結核を正しく知るための　 選

結核・呼吸器感染症予防週間　9月24日～30日

肺がん・結核検診
（川口市の検診）

令和6年 結核罹患率

①結核とはどんな病気？

③症状は？

⑤川口市の現状は？
（人口10万対）

②どうやって感染するの？

④日本の重大な感染症

検診の詳細は市ホームページをご確認ください。
g健康増進課　i048-256-1135

70歳以上
無料

40～69歳
500円

受診期間は毎年
6月～翌年2月末

埼玉県
7.4

全国
8.1

川口市
9.9

6

⑥年1回の胸部レントゲン検査
で早期発見！

年に1回は結核検診を受診しま
しょう。65歳以上のかたは、感染
症法施行令に
より、年に1回
の受診が義務
付けられてい
ます。

川口市 
新規登録患者
60人

手話講座ワンポイント

g障害福祉課　i048-259-7926　k048-259-7943

今月は「敬老の日」をご紹介します。
「高齢」と「祝日」の手話を組み合わせて表現
します。

両手を開いて手のひらを
自分に向け、親指を組み合
わせて4指をひらひらと揺
らす。
2本の国旗が交差する様子。

②祝日
少し丸めた右
手の甲を上に
して顎まで上
げる。

①高齢


